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１
は
じ
め
に

　

こ
の
稿
は
、
二
一
世
紀
初
頭
の
一
〇
年
間
に
行
わ
れ
た

自
治
労
北
海
道
本
部
の
組
合
員
意
識
調
査
結
果
の
分
析
を

試
み
て
き
た
連
載
の
ま
と
め
に
代
え
て
、
調
査
結
果
か
ら

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
、
北
海
道
の
地
方
公
務

労
働
者
（
自
治
労
組
合
員
限
定
）
の
像
を
結
ぼ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
全
国
ま
た
は
北
海
道
の
地
方
公
務
労
働

者
を
対
象
と
す
る
意
識
調
査
結
果
か
ら
、
地
方
公
務
労
働

者
た
ち
の
意
識
構
造
を
詳
細
に
分
析
す
る
営
み
は
い
く
ど

か
行
わ
れ
た
。
た
と
え
ば
一
九
八
七
年
と
九
七
年
に
は
全

国
調
査
、
九
一
年
に
は
北
海
道
調
査
の
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
な

結
果
分
析
が
行
わ
れ
、
公
表
さ
れ
て
き
た（

１
）。
単
年
の
調
査

結
果
を
対
象
と
す
る
こ
れ
ら
の
分
析
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
こ
こ
で
は
、
一
〇
年
と
い
う
時
間
軸
に
も
着
目
し
て

分
析
を
進
め
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
意
識
調
査
結
果
と
い
う
質
的
デ
ー
タ
か
ら

労
働
者
像
を
探
る
場
合
、
調
査
対
象
で
あ
る
北
海
道
の
地

方
公
務
労
働
者
の
内
的
同
質
性
を
前
提
と
し
て
作
業
を
進

め
る
の
は
、
む
ろ
ん
乱
暴
に
過
ぎ
る
。
と
き
に
は
、
な
に

が
し
か
の
視
点
に
基
づ
く
仮
設
に
よ
っ
て
、
調
査
対
象
を

い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
に
区
分
し
た
う
え
で
、
分
析
を
進
め

る
の
が
有
効
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
稿
で
は
、
性
と
年
代

と
い
う
地
方
公
務
労
働
者
で
あ
る
こ
と
と
は
係
わ
り
の
な

い
、あ
ら
ゆ
る
労
働
者
に
共
通
す
る
属
性
を
起
点
に
し
て
、

地
方
公
務
労
働
者
で
あ
る
ゆ
え
に
ま
と
う
属
性
の
う
ち
、

こ
れ
ま
で
の
分
析
か
ら
回
答
傾
向
の
差
異
が
比
較
的
明
確

で
あ
っ
た
属
性
で
あ
る
職
種
を
媒
介
に
し
て
、
労
働
者
像

を
探
る
。
焦
点
を
当
て
る
の
は
、
生
活
の
志
向
性
、
職
場
・

仕
事
へ
の
志
向
性
、
労
働
組
合
へ
の
志
向
性
で
あ
る（

２
）。

　

労
働
者
像
の
析
出
に
あ
た
っ
て
、
性
・
年
代
・
職
種
別

構
成
の
推
移
を
図
表
１
で
確
認
す
る
。
こ
の
間
、
性
別
構

成
に
は
大
き
な
変
化
が
な
く
、
男
性
が
62
％
か
ら
64
％
程

度
、
女
性
は
36
％
か
ら
38
％
程
度
で
あ
っ
た
。
年
代
別
で

は
、
01
調
査
か
ら
11
調
査
ま
で
の
期
間
に
三
〇
歳
未
満
層

の
比
率
が
顕
著
に
縮
小
し
（
13
調
査
で
は
反
転
）、
三
〇

歳
代
は
拡
大
の
後
に
縮
小
、
四
〇
歳
代
は
30
％
前
後
を
維

持
し
続
け
、
五
〇
歳
代
以
上
は
全
体
の
五
分
の
一
か
ら
四

分
の
一
へ
と
拡
大
し
た
。
こ
う
し
て
若
年
層
の
縮
小
と
高

地
方
公
務
労
働
者
の
意
識
構
造
と
労
働
者
像（
完
）

自
治
労
北
海
道
本
部
「
組
合
員
意
識
調
査
」
の
10
年
―
地
方
公
務
労
働
者
像　

杉　

本　

龍　

紀

図表１　性別・年代別・職種別構成比の推移
（％）

01 03 05 07 09 11 13

性 

別

男　性 62.8 62.9 63.6 64.5 63.9 62.5 62.0

女　性 37.2 37.1 36.4 35.5 36.1 37.5 38.0

年
代
別

20歳代以下 23.4 20.3 16.7 14.0 12.8 13.7 17.5

30歳代 27.2 29.0 31.7 34.3 33.6 31.3 27.0

40歳代 30.8 28.2 29.2 28.0 29.4 29.6 31.4

50歳代以上 18.6 22.5 22.4 23.8 24.1 25.3 24.1

職　

種　

別

事務職 43.6 44.7 45.8 49.0 50.4 52.5 53.5

技術職 27.8 30.1 30.2 29.1 24.2 23.5 24.1

技能・労務職 10.3 11.2 9.8 8.8 8.8 7.7 6.3

看護職 12.9 10.4 10.1 9.4 12.1 11.0 11.2

研究職 1.0 1.0 1.2 1.0 1.0 1.0 0.8

海事職･その他 4.4 2.6 2.9 2.7 3.5 4.3 4.1
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齢
層
の
拡
大
が
進
ん
だ
。
職
種
別
で
は
、
事
務
職
比
率
の

拡
大
が
顕
著
で
、
一
〇
年
の
調
査
の
間
に
過
半
数
を
超
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
並
行
し
て
進
ん
だ
の
は
技
術
職
、
技

能
・
労
務
職
比
率
の
縮
小
で
あ
り
、
看
護
職
は
10
％
を
超

え
る
状
態
が
続
い
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
調
査
結
果
全
体

に
対
し
て
、
性
別
で
は
男
性
が
ほ
ぼ
三
分
の
二
程
度
の
影

響
力
を
持
ち
続
け
た
が
、
年
代
別
で
は
若
年
層
の
影
響
力

の
低
下
と
高
齢
層
の
影
響
力
増
大
、
職
種
別
で
は
事
務
職

の
影
響
力
増
大
と
技
術
職
お
よ
び
技
能
・
労
務
職
の
影
響

力
の
低
下
が
生
じ
た
と
言
え
る
。

　
２
生
活
の
志
向
性

－

生
活
の
軸

　

こ
の
間
、
生
活
意
識
に
係
る
調
査
項
目
は
削
除
・
復
活
・

変
更
が
頻
繁
に
あ
っ
た
が
、
経
年
比
較
に
必
要
な
設
問
お

よ
び
選
択
肢
の
同
一
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は

01
調
査
と
13
調
査
の
み
を
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
。

　

生
活
の
軸（
設
問
は「
生
活
の
中
心
を
ど
こ
に
置
く
か
」）

を
示
す
図
表
２
か
ら
、
次
の
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

　

ま
ず
、
性
別
に
見
た
場
合
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
す
べ

て
の
属
性
に
お
い
て
、
男
性
の
私
生
活
に
軸
を
置
く
比
率

が
女
性
を
上
回
り
、
そ
の
分
、
ご
く
一
部
を
除
い
て
、
仕

事
お
よ
び
両
立
を
選
ん
だ
女
性
の
比
率
が
男
性
を
上
回
っ

て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
は
、男
性
は
よ
り
私
生
活
志
向
で
、

女
性
は
よ
り
仕
事
志
向
だ
と
言
え
る
。
01
調
査
と
13
調
査

と
の
比
較
で
は
、
両
性
と
も
私
生
活
志
向
が
微
増
し
両
立

志
向
が
減
少
し
た
が
、
仕
事
志
向
は
男
性
で
は
減
少
し
女

性
で
は
増
加
し
た
。

　

年
代
・
性
別
の
傾
向
か
ら
、
若
年
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

私
生
活
志
向
が
強
く
、
年
代
が
上
が
る
の
に
応
じ
て
仕
事

志
向
お
よ
び
両
立
志
向
が
強
ま
る
。
一
般
的
に
年
齢
の
上

昇
は
、
仕
事
に
お
け
る
責
任
の
増
大
と
個
人
生
活
か
ら
家

庭
生
活
へ
の
移
行
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
影
響

を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
01
調
査
と
比
べ
て
13
調

査
で
は
、
20
歳
代
以
下
層
を
除
い
て
、
女
性
の
私
生
活
志

向
が
強
ま
り
、
そ
の
ぶ
ん
両
立
志
向
が
弱
ま
っ
た
。
男
性

で
は
50
歳
代
以
上
層
の
私
生
活
志
向
の
増
大
・
両
立
志
向

の
縮
小
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

　

職
種
（
こ
こ
で
は
四
職
種
に
限
定
し
た
）・
性
別
の
傾

向
は
や
や
複
雑
な
動
き
を
見
せ
た
。
な
に
よ
り
も
目
立
つ

の
は
、
13
調
査
で
は
01
調
査
に
比
べ
、
私
生
活
志
向
が
男

性
で
は
強
ま
っ
た
が
女
性
（
看
護
職
を
除
く
）
で
は
逆
に

弱
ま
り
、
看
護
職
以
外
の
女
性
の
仕
事
志
向
が
強
ま
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
01
調
査
で
は
事
務
職＞

技
術
職＞

技
能
・
労
務
職
の
順
で
私
生
活
志
向
が
強
く
、
両
立
志
向

は
そ
の
逆
の
傾
向
が
あ
っ
た
が
（
看
護
職
を
除
く
）、
13

調
査
で
も
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
、
北
海
道
の
地
方
公
務
労
働
者
た
ち
の
生
活

志
向
お
よ
び
そ
の
変
化
の
特
徴
は
、
①
男
性
は
よ
り
私
生

活
志
向
で
、女
性
は
よ
り
仕
事
お
よ
び
両
立
志
向
が
強
い
、

②
若
年
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
私
生
活
志
向
が
強
く
、
年
代

が
上
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
仕
事
・
両
立
志
向
が
強
ま
る
、

③
職
種
別
で
も
男
性
よ
り
女
性
の
仕
事
志
向
・
両
立
志
向

が
強
い
、
④
十
数
年
と
い
う
時
間
軸
で
考
え
る
と
、
全
体

的
に
私
生
活
志
向
の
拡
大
と
両
立
志
向
の
縮
小
お
よ
び
女

性
の
仕
事
志
向
の
増
加
が
生
じ
た
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

　
３
仕
事
・
職
場
へ
の
志
向
性

　

続
い
て
、
仕
事
・
職
場
へ
の
関
係
意
識
を
検
討
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
地
方
公
務
労
働
者
た
ち
の
仕
事
・
職
場
へ
の

志
向
性
を
考
え
る
。
ま
ず
、
職
場
の
状
況
（
人
間
関
係
）

に
係
る
01
調
査
と
11
調
査
結
果
に
基
づ
く
図
表
３
の
デ
ー

タ
を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
職
場
の
開
放
感
・

調査年 01 13
生活軸 私生活 仕事 両立 私生活 仕事 両立

性　別
男性 48.1 21.5 30.4 50.7 20.6 28.8
女性 37.1 25.0 37.8 38.4 26.2 35.4

年代・性別

20歳代以下
男性 58.0 21.6 20.4 53.1 22.5 24.5
女性 54.1 23.3 22.5 44.8 27.4 27.8

30歳代
男性 51.0 21.4 27.6 50.7 21.4 27.9
女性 43.8 22.6 33.6 45.0 23.4 31.5

40歳代
男性 44.8 22.0 33.1 49.3 21.4 29.4
女性 26.6 25.2 48.2 37.5 23.6 38.9

50歳代以上
男性 38.3 20.6 41.0 51.1 17.5 31.4
女性 18.3 30.7 51.0 26.6 30.7 42.6

職種・性別

事務職 
（13調査/男：女＝70：30）

男性 51.8 22.2 26.1 51.8 21.1 27.2
女性 45.4 20.9 33.7 41.8 24.2 34.0

技術職 
（13調査/男：女＝68：32）

男性 45.9 22.2 32.0 48.0 22.9 29.1
女性 40.4 25.4 34.2 32.0 31.8 36.2

技能・労務職 
（13調査/男：女＝78：22）

男性 43.4 15.8 40.8 51.8 8.0 40.1
女性 36.0 17.1 46.8 24.7 30.6 44.7

看護職 
（13調査/男：女＝8：92）

男性 40.7 14.8 44.4 62.3 18.8 18.9
女性 39.6 27.4 33.1 42.8 23.2 34.0

※調査での選択肢「家庭・個人」を「私生活」、選択肢「仕事・職場」を「仕事」とし、それぞれ“どちら
かといえば”を含めた

※35％超を背景灰色に、うち50％超を太字にした

図表２　生活軸（属性別）
（％）



4北海道自治研究 ２０１５年４月（Ｎo.555）

協
力
感
・
信
頼
感
へ
の
肯
定
的
評
価
の
度
合
い
は
、
総
体

と
し
て
職
場
の
親
し
み
や
す
さ
・
働
き
や
す
さ
を
も
た
ら

し
う
る
も
の
、
換
言
す
る
と
職
場
へ
の
、
そ
れ
ゆ
え
仕
事

へ
の
親
和
可
能
性
＝
志
向
性
の
醸
成
条
件
形
成
を
表
現
す

る
も
の
と
み
な
し
て
み
る
。

　

性
別
で
は
、職
場
へ
の
親
和
可
能
性
を
示
す
三
面
と
も
、

男
性
の
肯
定
評
価
比
率
が
女
性
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
。

女
性
に
比
べ
る
と
、
男
性
に
と
っ
て
職
場
は
よ
り
親
し
み

や
す
い
・
働
き
や
す
い
場
だ
と
い
え
る
。年
代
・
性
別
で
は
、

ま
ず
、
こ
こ
で
示
し
て
い
る
デ
ー
タ
の
ほ
ぼ
す
べ
て
で
男

性
の
肯
定
評
価
比
率
が
女
性
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。
男
性
に
限
定
す
る
と
年
代
が
上
が
る

に
つ
れ
て
肯
定
評
価
比
率
が
減
少
傾
向
を
見
せ
る
が
、
女

性
の
場
合
は
三
〇
歳
代
よ
り
も
四
〇
歳
代
の
肯
定
評
価
が

微
増
す
る
傾
向
が
あ
る
。
職
種
・
性
別
で
は
、
事
務
職
の

肯
定
評
価
が
最
も
高
く
技
術
職
が
続
く
。
他
方
、
技
能
・

労
務
職
と
看
護
職
は
肯
定
評
価
比
率
が
比
較
的
低
い
。

　

取
り
上
げ
た
三
面
の
う
ち
開
放
感
と
協
力
感
は
、
主
に

同
僚
（
先
任
者
を
含
む
）
と
の
横
の
関
係
に
お
け
る
親
し

み
や
す
さ
・
働
き
や
す
さ
を
、
管
理
職
に
対
す
る
信
頼
感

は
縦
の
関
係
に
対
す
る
意
識
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、

回
答
結
果
は
、
横
の
関
係
に
比
し
て
縦
の
関
係
に
係
る
肯

定
評
価
比
率
が
低
い
こ
と
を
示
す
。
そ
の
こ
と
は
、技
能
・

労
務
職
と
看
護
職
で
顕
著
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
職
種
で
は
、

管
理
職
へ
の
信
頼
度
が
高
い
と
は
い
え
ず
、
そ
の
分
だ
け

親
し
み
に
く
さ
・
働
き
に
く
さ
を
併
せ
持
っ
て
い
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

　

時
間
経
過
に
着
目
す
る
と
、
こ
の
一
〇
年
の
変
化
は
劇

的
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
諸
属
性
に
関
し
て
、

協
力
感
は
01
調
査
で
も
肯
定
評
価
比
率
が
80
％
を
超
え
て

い
た
が
、
01
調
査
で
は
一
部
に
80
％
を
下
回
る
こ
と
が

あ
っ
た
開
放
感
も
含
め
て
す
べ
て
80
％
を
超
え
た
。
職
場

の
横
の
関
係
は
よ
り
親
し
み
や
す
い
も
の
・
働
き
や
す
い

も
の
へ
と
変
わ
っ
た
と
言
え
る
。
信
頼
感
の
み
、
11
調
査

で
も
80
％
に
達
し
な
い
部
分
が
あ
る
が
、
三
面
す
べ
て

で
、
そ
し
て
す
べ
て
の
属
性
で
11
調
査
の
肯
定
評
価
比
率

は
01
調
査
を
上
回
っ
た
。
職
場
の
人
間
関
係
は
、
仕
事
志

向
を
有
す
る
労
働
者
た
ち
に
と
っ
て
好
都
合
な
方
向
へ
と

変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
言
え
る
。

　

そ
れ
で
も
な
お
、
90
％
以
上
が
肯
定
的
に
評
価
し
た
の

は
男
性
に
限
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
女
性
の
仕
事
志
向
が
強

ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
女
性
に
と
っ
て
の
職
場
は
男
性

に
比
べ
て
親
し
み
や
す
い
・
働
き
や
す
い
場
で
は
な
い
可

能
性
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
職
場
の
雰
囲
気
・
人
間
関
係

の
あ
り
よ
う
は
、
仕
事
志
向
の
受
け
皿
と
し
て
機
能
し
う

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

仕
事
と
職
場
へ
の
志
向
性
を
左
右
す
る
他
の
条
件
と
し

て
、
仕
事
の
や
り
が
い
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
図

表
４
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
（
デ
ー
タ
の
制
約
上
、
01
調

査
と
09
調
査
を
用
い
る
）。

　

性
別
を
全
体
的
に
見
る
と
、
三
〇
歳
代
以
下
の
層
を
除

い
て
、
全
般
的
に
男
性
よ
り
も
女
性
が
や
り
が
い
を
感
じ

る
比
率
が
高
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
年
代
・
性
別
で
は
、

ま
ず
三
〇
歳
代
以
下
の
層
の
や
り
が
い
を
感
じ
る
比
率
が

高
い
と
と
も
に
女
性
よ
り
も
男
性
が
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
る
。
四
〇
歳
代
に
な
る
と
や
り
が
い
を
感
じ
る
比
率
自

体
は
低
下
す
る
が
男
女
の
差
が
逆
転
し
、
五
〇
歳
代
以
上

図表３　職場状況に関する意識（属性別肯定評価）
（％）

事　　　　項
調査
年

性　　別
年代・性別 職種・性別

20歳代
以　下 30歳代 40歳代 50歳代 

以　上 事務職 技術職 技能・ 
労務職 看護職

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

開放感 
（自由に話せるか）

01 81.5 79.1 85.3 83.3 83.1 76.6 81.9 80.2 80.0 74.9 85.4 80.6 82.0 77.1 63.5 74.1 70.4 77.2

11 90.6 85.3 94.2 88.9 91.2 87.0 90.0 83.0 88.8 83.8 91.6 88.3 90.5 87.6 88.5 84.6 80.4 80.8

協力感 
（気軽に協力できるか）

01 85.7 83.7 89.2 87.5 86.0 81.7 84.7 81.3 83.2 84.6 87.9 80.7 84.9 81.3 80.8 81.3 81.5 84.2

11 90.4 87.0 93.5 90.3 90.7 87.6 89.4 85.4 89.7 85.8 90.5 88.1 89.9 88.3 91.5 83.2 88.2 85.9

信頼感 
（管理職は信頼できるか）

01 75.5 72.3 80.8 79.7 73.8 68.8 75.5 70.3 72.0 69.0 78.8 73.8 75.8 74.2 64.5 77.5 63.0 69.1

11 84.3 81.0 90.4 87.3 86.1 80.2 82.9 80.6 81.2 78.0 86.5 86.4 83.5 84.5 75.4 74.7 78.0 72.3

※  肯定評価(「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」)に限定した(なお、他の選択肢は「そう思わない」のみ)
※  肯定的評価が85％を超える場合に背景灰色とし、うち90％を超えているものは太字とした
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に
な
る
と
女
性
が
よ
り
や
り
が
い
を
感
じ
る
状
態
を
維
持

し
な
が
ら
そ
の
差
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
男
女
と
も
や
り

が
い
を
感
じ
る
比
率
を
高
め
て
い
る
。
職
種
・
性
別
で
は
、

事
務
職
と
看
護
職
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
比
率
が
比
較
的

低
く
、
と
く
に
看
護
職
で
は
そ
れ
が
目
立
つ
。
概
ね
ど
の

職
種
で
も
男
性
よ
り
も
女
性
が
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

る
。
経
年
変
化
を
見
る
と
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
属
性
で
01
調

査
か
ら
09
調
査
に
か
け
て
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
比
率
が

上
昇
し
、
上
昇
度
合
い
は
01
調
査
で
や
り
が
い
を
感
じ
る

比
率
が
比
較
的
低
か
っ
た
技
術
職
と
看
護
職
で
顕
著
で
、

他
の
属
性
の
比
率
と
比
べ
て
大
き
な
差
が
な
く
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
仕
事
の
や
り
が
い
は
女
性
が
よ
り
強
く

感
じ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
と
と
も
に
、
経
年
と
と
も
に
ほ

ぼ
す
べ
て
の
属
性
で
そ
の
比
率
を
上
昇
さ
せ
、
や
り
が
い

を
感
じ
る
こ
と
が
比
較
的
低
い
職
種
で
あ
っ
た
技
術
職
や

看
護
職
も
他
と
肩
を
並
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
調
査
か
ら

そ
の
理
由
を
明
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
仕
事
へ
の

志
向
性
が
強
ま
る
条
件
の
ひ
と
つ
を
形
成
し
た
だ
ろ
う
こ

と
を
想
定
で
き
よ
う
。

　

こ
れ
ら
か
ら
、
地
方
公
務
労
働
者
た
ち
の
仕
事
へ
の
志

向
性
に
つ
い
て
、
①
職
場
の
親
し
み
や
す
さ
・
働
き
や
す

さ
は
女
性
よ
り
も
男
性
が
、他
の
職
種
よ
り
も
事
務
職
が
、

高
齢
層
よ
り
も
若
年
層
が
よ
り
強
く
感
じ
て
い
る
、
②
そ

の
意
識
は
管
理
職
と
の
縦
の
関
係
よ
り
も
同
僚
と
の
横
の

関
係
で
よ
り
強
い
が
、
そ
の
傾
向
は
技
能
・
労
務
職
と
看

護
職
で
目
立
つ
、
③
そ
の
意
識
は
一
〇
年
間
で
顕
著
に
強

ま
っ
た
、
④
そ
れ
で
も
女
性
が
職
場
の
親
し
み
や
す
さ
・

働
き
や
す
さ
を
感
じ
る
度
合
い
は
男
性
よ
り
も
弱
い
、
⑤

仕
事
の
や
り
が
い
は
男
性
よ
り
も
女
性
が
強
く
感
じ
て
い

る
、
⑥
や
り
が
い
を
感
じ
る
度
合
い
は
経
年
に
よ
っ
て
強

ま
り
、
取
り
上
げ
た
す
べ
て
の
属
性
で
同
程
度
に
な
っ
て

き
た
、
と
い
う
特
徴
を
指
摘
で
き
る
。

　
４
労
働
組
合
へ
の
志
向
性

　

地
方
公
務
労
働
者
た
ち
の
労
働
組
合
へ
の
志
向
性
に
つ

い
て
、
図
表
５
か
ら
検
討
す
る
（
こ
こ
で
も
デ
ー
タ
上
の

制
約
が
あ
り
、
03
調
査
と
11
調
査
を
取
り
上
げ
る
）。

　

こ
の
デ
ー
タ
の
何
よ
り
の
特
徴
は
、
ご
く
一
部
を
除
い

て
男
性
よ
り
も
女
性
の
労
組
信
頼
度
が
低
い
こ
と
で
あ

る
。
年
代
別
で
は
、
二
〇
歳
代
以
下
層
の
信
頼
度
が
相
対

的
に
低
く
、
年
代
が
上
が
っ
て
も
そ
れ
ほ
ど
上
昇
し
て
は

い
な
い
。
職
種
別
で
は
事
務
職
が
最
も
高
い
の
に
対
し
、

看
護
職
は
信
頼
率
が
50
％
を
下
回
り
、
労
働
組
合
か
ら
離

反
し
が
ち
な
層
だ
と
も
言
え
る
。
経
年
変
化
で
は
、
03
調

査
か
ら
11
調
査
に
か
け
て
、全
般
的
に
信
頼
度
は
上
昇
し
、

な
か
で
も
03
調
査
で
は
相
対
的
に
信
頼
度
が
低
か
っ
た

二
〇
歳
代
以
下
層
の
上
昇
が
著
し
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
年

代
別
の
相
違
は
縮
小
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
看
護
職
は

信
頼
度
が
上
昇
は
し
た
も
の
の
、
50
％
に
満
た
な
い
状
態

が
続
い
た
。
全
体
的
な
特
徴
と
し
て
、
女
性
よ
り
男
性
の

信
頼
度
、
若
い
層
よ
り
も
中
高
年
齢
層
の
信
頼
度
、
技
術
・

技
能
系
職
種
よ
り
も
事
務
職
の
信
頼
度
が
高
い
が
、
時
間

の
経
過
と
と
も
に
労
組
信
頼
度
は
全
般
的
に
上
昇
し
た
。

そ
の
点
で
は
労
働
組
合
へ
の
志
向
性
が
強
ま
っ
た
と
言
え

よ
う
。

　

ま
た
、
こ
こ
で
は
分
析
的
な
紹
介
を
行
わ
な
い
が
、
労

働
組
合
活
動
に
対
す
る
評
価
も
、
年
を
経
る
ご
と
に
肯
定

的
に
な
っ
て
き
た（

３
）。
こ
れ
も
ま
た
、
労
働
組
合
へ
の
志
向

性
の
強
ま
り
を
示
す
と
言
え
る
。

　

む
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
整
理
に
は
小
さ
く
は
な
い
疑
問

図表４　仕事のやりがいを感じる比率（属性別）
（％）

調査年 01 09

性　別
男性 66.9 72.9
女性 69.3 74.1

年代・性別

20歳代以下
男性 76.2 78.1
女性 74.6 76.5

30歳代
男性 67.2 75.0
女性 67.1 74.9

40歳代
男性 62.4 69.9
女性 65.9 71.0

50歳代以上
男性 64.0 71.3
女性 69.8 74.8

職種・性別

事務職
男性 67.9 69.7
女性 72.5 71.1

技術職
男性 65.2 76.4
女性 61.8 84.3

技能・労務職
男性 66.1 77.0
女性 78.8 77.9

看護職
男性 59.3 70.8
女性 60.5 69.1

※調査での選択肢「かなりやりがいを感じる（十分満足している）」に
「まあやりがいを感じる ( まあまあ満足している）」を加えた比率

※70％を超える場合に背景灰色、太字にした

図表５　労働組合信頼度（属性別）
（％）

調査年 03 11

性　別
男性 61.1 66.2
女性 53.1 60.2

年代・性別

20歳代以下
男性 57.2 67.9
女性 48.0 59.2

30歳代
男性 60.6 66.1
女性 51.8 56.0

40歳代
男性 63.1 66.4
女性 56.8 62.6

50歳代以上
男性 62.1 65.3
女性 56.5 62.5

職種・性別

事務職
男性 64.7 70.0
女性 58.4 65.6

技術職
男性 56.5 58.1
女性 51.2 64.0

技能・労務職
男性 55.9 60.5
女性 53.6 58.6

看護職
男性 47.2 48.0
女性 41.7 48.5

※03調査、11調査とも単組に対する信頼度
※調査での選択肢「全面的に/おおむね信頼している」の比率
※60％を超える場合に背景灰色、太字に、50％を下回る場合は背景灰

色にした
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が
あ
り
う
る
。
一
つ
に
、
労
働
組
合
活
動
へ
の
評
価
は
、

職
場
に
い
か
な
る
課
題
が
あ
る
か
、
課
題
の
軽
重
の
如
何

な
ど
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
職
場
に
重

要
な
課
題
が
あ
り
改
善
・
解
決
が
進
ま
な
い
ほ
ど
労
働
組

合
へ
の
評
価
が
低
下
し
、
逆
は
逆
で
あ
ろ
う
と
い
う
問
題

で
あ
る
。
こ
う
考
え
た
場
合
、
労
働
組
合
へ
の
信
頼
度
や

活
動
に
対
す
る
評
価
が
高
く
は
あ
っ
て
も
、
志
向
性
が
強

い
と
は
限
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
信
頼
度
や
活

動
評
価
は
、労
働
組
合
を
客
体
化
し
た
う
え
で
の
〝
外
的
〟

評
価
で
あ
り
、
労
働
組
合
の
構
成
主
体
と
し
て
の
組
合
員

自
身
が
、
労
働
組
合
の
諸
活
動
に
ど
の
よ
う
に
・
ど
の
程

度
係
わ
っ
て
い
る
か
と
い
う
主
体
的
行
動
の
あ
り
よ
う
こ

そ
が
志
向
性
の
表
現
だ
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
両
者
と
も

に
有
意
な
疑
問
で
あ
る
が
、
こ
の
間
の
調
査
に
お
い
て
そ

れ
ら
に
関
す
る
設
問
の
設
定
や
内
容
は
い
さ
さ
か
跛
行
的

で
あ
り
、
残
念
な
が
ら
こ
こ
で
の
分
析
に
は
不
適
で
あ
る

た
め
、
労
組
信
頼
度
と
労
組
活
動
評
価
を
も
っ
て
労
働
組

合
へ
の
志
向
性
を
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
５
志
向
性
に
係
る
意
識
の
定
点
観
測

　

結
論
的
な
叙
述
の
前
に
、
一
〇
年
前
後
と
い
う
時
間
の

経
過
を
通
じ
て
、
特
定
の
人
ま
た
は
人
々
の
意
識
が
ど
の

よ
う
に
変
化
あ
る
い
は
維
持
さ
れ
た
の
か
を
検
討
す
る
。

そ
の
理
由
は
、
単
年
の
調
査
で
の
年
代
比
較
に
よ
っ
て
見

出
さ
れ
る
差
異
は
、〝
世
代
〟
の
違
い
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
世
代
が
持
っ
て
い
る
特
性
の
違
い
と
し
て
理
解
す
る

こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
異
な
る
年
の
同
一
年
代
層
の
比
較

を
行
っ
て
も
同
様
の
問
題
が
生
じ
う
る
こ
と
に
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、実
際
に
同
一
個
人
を
対
象
に
し
た
分
析
は
、

こ
こ
で
扱
っ
て
い
る
意
識
調
査
か
ら
は
不
可
能
で
あ
る
。

そ
こ
で
、出
発
点
と
な
る
調
査
年
（
可
能
な
限
り
01
調
査
）

の
三
〇
歳
代
層
の
意
識
調
査
結
果
と
、
で
き
る
だ
け
一
〇

年
後
の
そ
れ
を
比
較
す
る
方
法
に
よ
っ
て
検
討
す
る
。
そ

の
間
に
退
職
や
労
働
組
合
員
資
格
の
喪
失
な
ど
に
よ
る
流

出
お
よ
び
新
規
流
入
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
そ
の
規
模
は

小
さ
い
も
の
と
み
な
し
て
、出
発
点
の
三
〇
歳
代
層
を「
定

点
」
と
し
変
化
を
探
る
。
こ
の
方
法
が
高
い
正
確
性
を
有

す
る
に
は
、
こ
こ
で
は
三
〇
歳
代
層
の
一
〇
年
後
の
デ
ー

タ
（
四
〇
歳
代
層
）
と
比
較
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
間

隔
が
一
〇
年
よ
り
長
く
て
も
短
く
て
も
正
確
性
は
下
が
る

の
だ
が
、
そ
の
間
の
設
問
の
変
動
に
よ
る
デ
ー
タ
上
の
制

約
の
た
め
、
一
〇
年
よ
り
も
短
い
、
あ
る
い
は
長
い
間
隔

で
比
較
す
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
分
正
確
性
は
減
じ
ら
れ

る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

　

こ
の
稿
で
取
り
上
げ
て
き
た
い
く
つ
か
の
志
向
性
に
係

る
デ
ー
タ
か
ら
、
図
表
６
を
作
成
し
た
。
こ
れ
か
ら
見
出

せ
る
こ
と
は
次
で
あ
る
。

　

先
に
生
活
の
軸
に
係
る
意
識
と
そ
の
変
化
に
つ
い
て
、

年
代
が
上
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
私
生
活
志
向
が
弱
ま
り
、

仕
事
志
向
・
両
立
志
向
が
強
ま
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
の

整
理
は
単
年
の
調
査
結
果
か
ら
の
静
態
的
理
解
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
定
点
観
測
」
か
ら
も
同
様
の
傾

向
が
見
い
だ
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
静
態
的
な
傾
向
と
し
て

で
は
な
く
、
時
間
の
経
過
と
い
う
動
態
的
変
化
を
背
景
に

持
つ
も
の
と
し
て
理
解
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
年
代
が
上

で
あ
れ
ば
、
私
生
活
志
向
が
弱
ま
り
仕
事
志
向
・
両
立
志

向
が
強
ま
る
と
の
傾
向
は
、
静
態
的
理
解
か
ら
得
ら
れ
る

年
代
差
と
動
態
的
理
解
か
ら
得
ら
れ
る
時
間
差
の
合
成
物

と
し
て
成
立
し
た
の
だ
と
言
え
る
。

　

仕
事
へ
の
志
向
性
に
関
連
す
る
職
場
状
況
へ
の
意
識
に

つ
い
て
、
先
の
静
態
的
説
明
で
は
、
男
性
の
場
合
は
年
代

が
上
で
あ
る
ほ
ど
肯
定
的
評
価
が
減
少
し
、
こ
れ
に
対
し

て
女
性
で
は
三
〇
歳
代
か
ら
四
〇
歳
代
に
か
け
て
肯
定
的

評
価
が
微
増
す
る
と
し
た
。こ
こ
で
の
動
態
的
デ
ー
タ
は
、

両
性
と
も
一
〇
年
の
時
間
を
経
て
肯
定
的
評
価
が
大
き
く

増
え
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
01
調
査
時
の
年
代
差
は
残
し

な
が
ら
も
、
職
場
状
況
に
対
す
る
肯
定
意
識
自
体
が
全
体

的
に
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
も
た
ら
さ
れ
た

と
理
解
で
き
る
。
仕
事
の
や
り
が
い
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同

様
で
、
静
態
的
整
理
で
は
三
〇
歳
代
と
四
〇
歳
代
を
比
較

す
る
と
後
者
の
ほ
う
が
や
り
が
い
を
感
じ
な
い
傾
向
が
見

い
だ
さ
れ
、
そ
の
傾
向
は
出
発
点
と
な
る
調
査
と
比
較
対

象
年
の
調
査
の
双
方
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

図表６　経年意識変化
（％）

生
活
軸

比 較 年 01 13
年　　代 30歳代 40歳代
性　　別 男性 女性 男性 女性

回答
私生活 51.0 43.8 49.3 37.5
仕　事 21.4 22.6 21.4 23.6
両　立 27.6 33.6 29.4 38.9

職
場
状
況

比 較 年 01 11
年　　代 30歳代 40歳代
性　　別 男性 女性 男性 女性

回答
開放感 83.1 76.6 90.0 83.0
協力感 86.0 81.7 89.4 85.4
信頼感 73.8 68.8 82.9 80.6

仕
事
の

や
り
が
い

比 較 年 01 09
年　　代 30歳代 40歳代
性　　別 男性 女性 男性 女性

回答 感じる 67.2 67.1 69.9 71.0

労
働
組
合

信
頼
度

比 較 年 03 11
年　　代 30歳代 40歳代
性　　別 男性 女性 男性 女性

回答 信頼する 60.6 51.8 66.4 62.6
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し
て
、
三
〇
歳
代
層
が
経
年
に
よ
っ
て
四
〇
歳
代
層
に
移

動
し
た
際
の
や
り
が
い
意
識
を
確
認
で
き
る
こ
の
デ
ー
タ

は
、
加
齢
に
応
じ
て
や
り
が
い
を
感
じ
な
く
な
る
の
で
は

な
く
、
逆
に
や
り
が
い
を
よ
り
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
全
体
的
な
や
り
が
い
感
の

強
ま
り
が
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

　

労
働
組
合
に
対
す
る
信
頼
度
に
つ
い
て
、
静
態
的
な
単

年
結
果
か
ら
の
理
解
（
年
代
が
上
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
信

頼
度
は
上
昇
す
る
が
、
そ
の
差
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な

い
）
と
同
じ
傾
向
が
こ
こ
で
も
表
れ
て
い
る
が
、
上
昇
度

合
い
は
静
態
的
整
理
で
示
さ
れ
る
も
の
よ
り
も
大
き
い
。

全
体
的
な
信
頼
度
の
上
昇
が
理
由
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
稿
で
見
て
き
た
い
く
つ
か
の
志
向
性
の
変
化
の
傾

向
は
、
同
一
人
ま
た
は
同
一
の
人
々
（
こ
こ
で
は
分
析
起

点
の
調
査
時
に
三
〇
歳
代
で
あ
っ
た
層
）
の
意
識
変
化
と

し
て
も
表
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
変
化
は
人
々
の
意

識
に
お
い
て
た
し
か
に
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　
　
６
地
方
公
務
労
働
者
像
を
め
ぐ
っ
て

　

さ
て
、
こ
の
連
載
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
、
北
海
道
の

地
方
公
務
労
働
者
像
を
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
い
く
つ

か
に
類
型
化
し
て
整
理
し
て
示
し
て
み
よ
う
。

　

図
表
７
に
、
調
査
結
果
か
ら
析
出
で
き
る
生
活
軸
（
生

活
志
向
性
）
の
四
つ
の
組
み
合
わ
せ
を
起
点
に
し
た
意
識

状
況
の
分
類
を
示
し
て
み
た
。

　

類
型
Ａ
は
、
生
活
の
軸
を
私
生
活
（
個
人
・
家
庭
生
活
）

に
お
く
パ
タ
ー
ン
で
、「
私
生
活
派
」
と
で
も
名
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
層
で
、
四
〇
歳
以
下
の
若
年
・
青
年
男
性

が
典
型
的
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
開
放
感
・
協
力
感
・
信
頼

感
と
い
っ
た
職
場
状
況
に
対
し
て
比
較
的
高
い
評
価
を
し

て
い
る
。
そ
の
点
で
は
職
場
は
働
き
や
す
い
環
境
に
あ
る

と
の
意
識
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
年
代
は
全
体
的
に
、
働

き
す
ぎ
感
も
相
対
的
に
弱
い（

４
）。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
仕

事
自
体
の
や
り
が
い
は
強
く
は
感
じ
て
い
な
い
。
経
験
年

数
や
職
位
等
か
ら
し
て
、
職
務
の
設
計
や
遂
行
に
お
け
る

判
断
・
裁
量
の
幅
が
い
ま
だ
狭
い
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た

意
識
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
意
識

を
有
す
る
典
型
的
な
職
種
と
し
て
は
事
務
職
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
層
は
労
働
組
合
へ
の
信
頼
度
が
比
較

的
高
い
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
判
然
と
は
し

な
い
が
、
職
場
と
労
働
組
合
の
双
方
へ
の
帰
属
意
識
が
高

い
、
二
重
帰
属
層
と
し
て
把
握
で
き
る
条
件
を
持
っ
て
い

る
。
類
型
Ａ
は
、
一
見
、
奇
妙
な
層
で
も
あ
る
。
生
活
の

軸
を
私
生
活
に
置
い
て
い
る
の
に
も
係
わ
ら
ず
、
二
重
帰

属
の
条
件
を
も
併
せ
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
か

ら
は
、
私
生
活
の
充
実
の
た
め
に
、
そ
れ
ほ
ど
強
く
や
り

が
い
を
感
じ
な
い
仕
事
で
奮
闘
し
、
職
場
状
況
に
も
そ
れ

ほ
ど
拘
ら
ず
、
同
僚
が
頑
張
っ
て
も
い
る
労
働
組
合
に
も

係
わ
り
は
す
る
と
い
っ
た
風
景
が
目
に
浮
か
ぶ
。
仕
事
と

労
働
組
合
と
い
う
集
団
的
営
み
を
通
じ
て
、
自
ら
の
生
活

を
守
っ
て
い
く
労
働
者
の
姿
で
あ
る
。

　

次
の
類
型
Ｂ
は
、
類
型
Ａ
に
比
べ
て
い
く
ば
く
か
仕
事

へ
の
意
識
が
強
い
が
、
仕
事
に
生
活
の
軸
を
置
く
の
で
は

な
く
、
私
生
活
と
（
私
生
活
と
仕
事
の
）
両
立
の
双
方
に

置
く
パ
タ
ー
ン
で
、
自
分
自
身
が
形
成
し
た
家
族
と
の
係

わ
り
が
強
く
な
る
年
齢
層
か
ら
な
る
「
私
生
活
・
仕
事
バ

ラ
ン
ス
派
」
と
名
付
け
て
お
こ
う
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
は

四
〇
歳
以
上
の
男
性
で
職
種
と
し
て
は
技
術
職
や
技
能
・

労
務
職
従
事
者
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
に
と
っ

て
の
職
場
状
況
は
、
極
端
に
良
く
は
な
い
が
悪
く
も
な
い

も
の
と
感
じ
ら
れ
て
お
り
、
経
験
年
数
そ
の
他
か
ら
職
場

で
中
心
的
な
位
置
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
仕
事
の
や
り
が
い

も
強
く
感
じ
て
い
る
。
た
だ
、
働
き
過
ぎ
と
感
じ
る
割
合

図表７　生活・職場・労組意識の４類型

類型 生活軸 性・年代 職場状況評価 やりがい 労組信頼度 典型職種

A 私生活 男性　40歳以下 高 中 高 事務職

B 私生活＋両立 男性　40歳以上 高または中 強 中
技術職 

労務・技能職

C 私生活＋仕事＋両立 女性　40歳以下 中または高 強 中 技術職

D 仕事＋両立 女性　40歳以上 中または低
強 

または 
低

低
技能・労務職 

看護職
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え
に
、
調
査
結
果
の
提
供
お
よ
び
結
果
分
析
の
機
会
を
設

け
て
く
だ
さ
っ
た
自
治
労
北
海
道
本
部
と
り
わ
け
総
合
研

究
室
お
よ
び
役
員
の
方
々
は
も
と
よ
り
、
調
査
を
行
っ
た

単
組
役
員
な
ら
び
に
調
査
に
回
答
し
た
た
く
さ
ん
の
組
合

員
の
方
々
に
、
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
記
し
た
い
。

＜

す
ぎ
も
と　

た
つ
の
り
・
釧
路
短
期
大
学
教
授＞

【
注
】

（
１
）　

自
治
労
・
地
方
自
治
総
合
研
究
所
『
多
様
性
の
な
か
に

統
一
を
求
め
て
』、
一
九
八
七
年
、
自
治
労
『
二
一
世
紀
・

次
代
へ
の
ス
テ
ッ
プ
』、
一
九
九
七
年
、
自
治
労
北
海
道

本
部
『
第
五
回
組
合
員
意
識
調
査
』、
一
九
九
一
年
。

（
２
）　

以
下
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
13
調
査
結
果
を
用
い
る
こ

と
、
お
よ
び
全
調
査
項
目
で
は
な
く
行
論
に
必
要
な
分
野

の
み
を
取
り
上
げ
る
こ
と
、
ま
た
こ
れ
ま
で
の
分
析
と
の

重
複
が
存
す
る
こ
と
を
お
許
し
頂
き
た
い
。

（
３
）　

杉
本
龍
紀
「
自
治
労
北
海
道
本
部
『
組
合
員
意
識
調
査
』

の
10
年
⑷
」『
北
海
道
自
治
研
究
』
№
五
三
九
（
二
〇
一
三

年
一
二
月
）、
三
三
頁
、
参
照
。

（
４
）　

杉
本
龍
紀
「
自
治
労
北
海
道
本
部
『
組
合
員
意
識
調
査
』

の
10
年
⑶
」『
北
海
道
自
治
研
究
』
№
五
三
七
（
二
〇
一
三

年
一
〇
月
）、
二
八
頁
、
図
表
２
、
参
照
。

（
５
）　

同
右
。

（
６
）　

と
く
に
看
護
職
は
、
最
も
働
き
過
ぎ
と
感
じ
て
お
り
、

仕
事
量
の
増
加
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
も
強
い
（
同
右
、
図
表

２
お
よ
び
図
表
３
、
参
照
）。

（
７
）　

杉
本
龍
紀
「
自
治
労
北
海
道
本
部
『
組
合
員
意
識
調
査
』

の
10
年
⑺
」『
北
海
道
自
治
研
究
』
№
五
四
九
（
二
〇
一
四

年
一
二
月
）、
三
六
頁
。

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
仕
事
量
の
増
加
・
働
き
過
ぎ

と
い
う
現
実
が
あ
っ
て
も
、
要
員
不
足
な
ど
の
問
題
は
容

易
に
は
解
決
で
き
な
い
か
ら
だ
ろ
う
か
、
労
働
組
合
へ
の

信
頼
度
も
著
し
く
低
い
。
風
通
し
が
悪
く
や
り
が
い
も
弱

い
職
場
と
、
あ
ま
り
信
頼
で
き
な
い
労
働
組
合
。
彼
女
ら

の
一
部
は
職
場
に
も
労
働
組
合
に
も
帰
属
し
き
れ
な
い
二

重
離
反
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

北
海
道
の
地
方
公
務
労
働
者
た
ち
の
像
は
、
こ
う
し
て

い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
ほ
か
な
い
。

む
ろ
ん
、
公
務
員
と
し
て
の
同
質
性
は
あ
り
な
が
ら
も
、

彼
ら
彼
女
ら
の
現
在
と
志
向
性
は
同
質
で
は
な
い
。
こ
こ

で
の
類
型
化
は
一
つ
の
試
み
に
過
ぎ
な
い
。
異
な
る
ア
プ

ロ
ー
チ
で
異
な
る
像
を
描
く
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

そ
れ
で
も
な
お
、
次
の
こ
と
は
強
調
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
、
先
に
北
海
道
の
地
方
公
務
労
働
者
た
ち
の
生
活

観
（
生
活
目
標
）
に
関
し
て
指
摘
し
た
こ
と
、す
な
わ
ち
、

北
海
道
の
地
方
公
務
労
働
者
た
ち
の
意
識
に
お
い
て
、「
職

場
や
地
域
と
い
う
利
害
関
係
が
絡
み
も
す
る
場
で
の
他
者

と
の
協
働
志
向
の
弱
化
と
身
近
で
限
定
的
な
小
集
団
へ
の

志
向
の
強
ま
り
＝
人
間
関
係
の
狭
隘
化
傾
向
」
が
進
ん
だ

こ
と
で
あ
る（

７
）。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
稿
で
触
れ
た
生
活
の

軸
の
私
生
活
中
心
へ
の
総
体
的
移
動
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ

る
。
そ
れ
ら
が
意
味
す
る
の
は
、
集
団
と
し
て
の
地
方
公

務
労
働
者
の
あ
り
か
た
が
、
少
な
く
と
も
意
識
に
お
い
て

は
「
個
別
化
」
し
て
ゆ
く
姿
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
向
き

合
っ
て
初
め
て
、
労
働
組
合
が
行
っ
た
こ
の
調
査
に
生
命

が
吹
き
込
ま
れ
る
と
思
う
。
そ
れ
を
祈
念
し
て
こ
の
稿
と

連
載
を
閉
じ
た
い
。

　

最
後
に
な
る
が
、
調
査
に
係
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
う

が
最
も
高
い
年
齢
層
な
の
だ
が（

５
）、
労
働
組
合
信
頼
度
は
そ

れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
。
た
と
え
ば
要
員
の
不
足
が
労
働
組

合
を
通
じ
て
も
容
易
に
は
改
善
さ
れ
な
い
現
実
の
な
か

で
、
責
任
の
あ
る
立
場
と
し
て
自
ら
仕
事
を
抱
え
て
い
る

姿
が
想
像
で
き
る
。

　

類
型
Ｃ
は
、
四
〇
歳
以
下
の
女
性
に
典
型
的
な
、
私
生

活
も
仕
事
も
、
む
ろ
ん
そ
れ
ら
の
両
立
も
同
じ
よ
う
に
重

視
す
る
ゆ
え
に
、と
き
に
は
〝
生
活
（
家
庭
）
か
仕
事
か
〟

と
い
う
選
択
に
直
面
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
パ
タ
ー
ン
で
、

「
生
活
or
仕
事
派
」
と
し
て
お
こ
う
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
の

典
型
的
な
層
は
四
〇
歳
以
下
の
技
術
職
の
女
性
で
、
彼
女

ら
は
、
職
場
の
状
況
に
つ
い
て
男
性
ほ
ど
高
く
は
評
価
し

て
い
な
い
。
い
く
ば
く
か
の
風
通
し
の
悪
さ
、
職
員
相
互

の
協
力
の
困
難
さ
な
ど
を
感
じ
て
い
る
。
男
性
よ
り
も
働

き
に
く
さ
感
が
強
い
層
で
あ
る
。
た
だ
、
仕
事
の
や
り
が

い
を
強
く
感
じ
て
お
り
、
仕
事
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
意

識
も
強
い
と
推
定
で
き
る
。
仕
事
の
や
り
が
い
や
仕
事
に

向
か
っ
て
い
く
気
持
ち
は
強
い
の
だ
が
、
職
場
の
状
況
は

問
題
な
し
と
は
言
え
な
い
。
仕
事
と
私
生
活
の
関
係
を
ど

う
整
理
す
る
の
か
に
も
悩
む
で
あ
ろ
う
層
で
あ
る
。
概
し

て
労
働
組
合
へ
の
信
頼
は
高
く
な
い
。

　

類
型
Ｄ
は
、
仕
事
ま
た
は
仕
事
と
私
生
活
の
両
立
に
生

活
の
軸
を
置
く
「
仕
事
派
」
で
あ
る
。
四
〇
歳
以
上
の
女

性
と
く
に
看
護
職
と
技
能
・
労
務
職
に
典
型
的
な
あ
り
方

で
あ
る
。
仕
事
派
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
彼
女
ら
に
と
っ
て

の
職
場
状
況
へ
の
評
価
は
他
の
類
型
に
比
べ
て
か
な
り
低

く
、
働
き
に
く
さ
を
感
じ
て
い
る
と
推
察
で
き
る（

６
）。
そ
れ

ゆ
え
に
か
、
看
護
職
は
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
職
種
の
な
か

で
、
も
っ
と
も
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
な
い
職
種


